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(57)【要約】
【課題】　　　　　　超音波発生器と皮膚の間に均一な膜を形成し、より効率よく超音波
を皮膚に伝えることのできる超音波媒体用のゲル組成物を提供する。
【解決手段】　　　　成分（Ａ）～成分（Ｅ）、すなわち成分（Ａ）アルキル変性カルボ
キシビニルポリマー及び／又はその塩と、成分（Ｂ）カルボキシビニルポリマー及び／又
はその塩と、成分（Ｃ）ヒドロキシアルキルセルロースと、成分（Ｄ）ポリアクリル酸及
び／又はその塩と、成分（Ｅ）多価アルコールを含有するゲル組成物。
【選択図】　　　　　なし



(2) JP 2011-213646 A 2011.10.27

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
成分（Ａ）～成分（Ｅ）、すなわち成分（Ａ）アルキル変性カルボキシビニルポリマー及
び／又はその塩と、成分（Ｂ）カルボキシビニルポリマー及び／又はその塩と、成分（Ｃ
）ヒドロキシアルキルセルロースと、成分（Ｄ）ポリアクリル酸及び／又はその塩と、成
分（Ｅ）多価アルコールを含有するゲル組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波発生器と皮膚の間に均一な膜を形成し、より効率よく超音波を皮膚に伝
えることのできる超音波媒体用のゲル組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波は、その機器が簡素化されたのに従って種々の分野で広く応用されるようになっ
てきている。例えば超音波エコー診断は非侵襲的診断方法であるため、妊婦の定期健診で
の胎児の観察、肝臓、胆嚢等の内蔵の健康診断などに使用されている。また、超音波を利
用した美顔器は、超音波を肌に当てることで、マッサージ効果を生み出し、その刺激で新
陳代謝を活発にするものである。超音波美顔器を使うと、一秒間に何百万回という振動数
のマイクロウェーブが発せられ、細胞を振動させることで皮膚の奥から温めつつ、マッサ
ージを行なう。それにより、毛穴の奥に詰まった汚れを取り出し、活発になった血流が肌
にたまった老廃物を押し流す。また、脂肪の燃焼を助けつつ、シワ、シミを除去するとい
われているので美顔、美肌に効果的であることが知られている。
【０００３】
　超音波は、空気中よりも水のほうが伝わりやすいことが知られている。そのため、凹凸
の多い生体に超音波を照射する場合、超音波を効率的に伝えるために、ゲル状組成物を媒
体として用いることが一般的である。このようなゲル状組成物としては、カルボキシビニ
ルポリマーの塩と多価アルコールを組み合わせたゲル（特許文献１参照）、カルボキシビ
ニルポリマー及び／又はその塩とカタラーゼ保護剤を含有する超音波媒体用のゲル組成物
（特許文献２）等が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－３１８８９８号公報
【特許文献２】特開２００３－１６０４７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、カルボキシビニルポリマーを主体としたゲル組成物は、皮膚上でのなじ
みが悪く、均一なゲル層を超音波発生器と皮膚の間に形成することが困難であった。そこ
で本願発明においては、超音波発生器と皮膚の間に均一な膜を形成し、より効率よく超音
波を皮膚に伝えることのできる超音波媒体用のゲル組成物を得ることを目的とした。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、成分（Ａ）～成分（Ｅ）、すなわち成分（Ａ）アルキル変性カルボキシビニ
ルポリマー及び／又はその塩と、成分（Ｂ）カルボキシビニルポリマー及び／又はその塩
と、成分（Ｃ）ヒドロキシアルキルセルロースと、成分（Ｄ）ポリアクリル酸及び／又は
その塩と、成分（Ｅ）多価アルコールを含有するゲル組成物に関する。本発明のゲル組成
物は特に超音波媒体用のゲル組成物として有用である。
【発明の効果】
【０００７】
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　本発明のゲル組成物は、超音波発生器と皮膚の間に均一な膜を形成し、より効率よく超
音波を皮膚に伝えることができるという効果を発揮する。また、本発明のゲル組成物は、
使用時のべたつきが無く、肌なじみが良好で、適度な硬度を有し、透明度が良好であると
いう効果を発揮する。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明のゲル組成物は、成分（Ａ）～成分（Ｅ）、すなわち成分（Ａ）アルキル変性カ
ルボキシビニルポリマー及び／又はその塩と、成分（Ｂ）カルボキシビニルポリマー及び
／又はその塩と、成分（Ｃ）ヒドロキシアルキルセルロースと、成分（Ｄ）ポリアクリル
酸及び／又はその塩と、成分（Ｅ）多価アルコールを含有する。これらの成分に関し、個
々に説明する。
【０００９】
　本発明で用いる成分（Ａ）アルキル変性カルボキシビニルポリマーは、アルキル変性カ
ルボキシビニルポリマーとは、アクリル酸、メタクリル酸又はこれらの単純エステルから
なるモノマー１種以上と、アクリル酸アルキルの共重合体である。ＩＮＣＩ名：Acrylate
s/C10-30 Alkyl Acrylate Crosspolymer［（アクリル酸／アクリル酸（Ｃ 10-30）アルキ
ル）クロスポリマー］等として知られるもので、市販のものを用いることができる。市販
品としては、具体的には、「Carbopol ETD 2020 Polymer」、「Carbopol 1342 Polymer」
、「Carbopol 1382 Polymer」、「Carbopol Ultrez 20 Polymer」、「Carbopol Ultrez 2
1 Polymer」、「Pemulen TR-1」、「Pemulen TR-2」（以上、いずれもNoveon社製）等が
挙げられ、これらを好適に用いることができる。成分（Ａ）成分は１種又は２種以上を用
いることができる。
【００１０】
　成分（Ａ）は、通常、塩基性物質で中和して用いられる。用いられる塩基性物質として
は、例えば、トリエタノールアミン、モノエタノールアミンなどのアルカノールアミン類
、アンモニア、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムなどの無機塩基、アルギニンなどの塩
基性アミノ酸などが例示される。また、塩基性物質の添加量は、（Ａ）成分を中和するの
に充分な量であり、これら成分の種類や使用量に応じて適宜配合すればよい。　
【００１１】
　成分（Ａ）の配合量は、本発明ゲル組成物中、０．００５～１．５質量％が好ましく、
より好ましくは０．０１～１．０質量％、特に好ましくは０．０１～０．３質量％である
。０．００５質量％未満では、ゲル組成物としての構造が構成できない場合がある。１．
５質量％をこえて配合すると、ゲル構造が硬くなりすぎ、使用感上問題を生じる場合や、
ゲルの透明度が低下する場合がある。
【００１２】
　本発明で用いる成分（Ｂ）カルボキシビニルポリマーは、主としてアクリル酸の重合体
であり、具体例としては、特に制限はなく、目的に応じて適宜選択することができ、例え
ば、カーボポール９８１（ルーブリゾール社製）、カーボポール９８０（ルーブリゾール
社製）、カーボポール９４１（ルーブリゾール社製）、カーボポール９４０（ルーブリゾ
ール社製）、カーボポールＵｌｔｒｅｚ１０（ルーブリゾール社製）、カーボポール２９
８４（ルーブリゾール社製）、カーボポールＥＴＤ２０５０（ルーブリゾール社製）等が
挙げられ、これらを好適に用いることができる。成分（Ｂ）成分は１種又は２種以上を用
いることができる。
【００１３】
　成分（Ｂ）は、通常、塩基性物質で中和して用いられる。用いられる塩基性物質として
は、例えば、トリエタノールアミン、モノエタノールアミンなどのアルカノールアミン類
、アンモニア、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムなどの無機塩基、アルギニンなどの塩
基性アミノ酸などが例示される。また、塩基性物質の添加量は、（Ｂ）成分を中和するの
に充分な量であり、これら成分の種類や使用量に応じて適宜配合すればよい。　
【００１４】
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　成分（Ｂ）の配合量は、本発明ゲル組成物中、０．００５～１．５質量％が好ましく、
より好ましくは０．０１～１．０質量％、特に好ましくは０．０１～０．３質量％である
。０．００５質量％未満では、ゲル組成物としての構造が構成できない場合がある。１．
５質量％をこえて配合すると、ゲル構造が硬くなりすぎ、使用感上問題を生じる場合があ
る。
【００１５】
　本発明で用いる成分（Ｃ）ヒドロキシアルキルセルロースは、好ましくは、ヒドロキシ
メチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、又はヒドロキシプロピルセルロースな
どの低級アルキル（Ｃ １～Ｃ ８）ヒドロキシアルキルセルロースであり、さらに好まし
くはヒドロキシエチルセルロースである。
【００１６】
　成分（Ｃ）の配合量は、本発明ゲル組成物中、０．００５～１．０質量％が好ましく、
より好ましくは０．０１～０．５質量％、特に好ましくは０．０１～０．３質量％である
。０．００５質量％未満では、ゲル組成物としての構造が構成できない場合がある。１．
５質量％をこえて配合すると、ゲル皮膜が硬くなりすぎ、使用感上問題を生じる場合があ
る。
【００１７】
　本発明で用いる成分（Ｄ）ポリアクリル酸及び／又はその塩は通常皮膚外用剤に用いら
れるものであれば何れのものも使用でき、特に限定されないが、例えばポリアクリル酸ナ
トリウム塩、ポリアクリル酸カリウム塩、ポリアクリル酸アンモニウム塩などがあり、中
でも、化粧品原料基準第二版注解に記載のポリアクリル酸ナトリウムが製剤中での安定性
の点でより好ましい。このような成分（Ｄ）の市販品としてはアロンビスＡＨ（日本純薬
社製）、アロンビスＳ（日本純薬社製）、アロンＡ－２０Ｐ（東亜合成社製）、アクアリ
ックＬ－ＹＳ、アクアリックＬ－ＨＬ（日本触媒社製）、ジュリマーＡＣ－１０ＮＰ、ジ
ュリマーＡＣ－１０Ｐ、アロンビスＳ、アロンビスＳＳ（日本純薬社製）等があげられる
。
【００１８】
　成分（Ｄ）の配合量は、本発明ゲル組成物中、０．０００５～０．５質量％が好ましく
、より好ましくは０．００１～０．１質量％である。０．０００５質量％未満では、ゲル
組成物としての構造が構成できない場合がある。０．１質量％をこえて配合すると、使用
感上問題を生じる場合がある。
【００１９】
　本発明で用いる成分（Ｅ）多価アルコールとしては、通常外用剤に用いられるものであ
れば特に限定されないが、例えば１，３－ブチレングリコール、１，２－ペンタンジオー
ル、１，３－ペンタンジオール、グリセリン、ソルビトール、マンニトール、ジグリセリ
ン、ポリグリセリン、エチレングリコール、ジエチレングリコール、ポリエチレングリコ
ール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ペンタエリスリトール等が挙げ
られ、１種を単独で若しくは２種以上を併用して用いる。本発明においては、使用感の点
からグリセリン、ジグリセリンから選択される１種又は２種を用いることが好ましい。
【００２０】
　成分（Ｅ）の配合量は、本発明ゲル組成物中、１０．０～９０．０質量％が好ましく、
より好ましくは１０．０～５０．０質量％である。１０．０質量％未満では、ジェルの密
度が低くなり超音波の振動が伝えにくくなる可能性がある。
【００２１】
　本発明のゲル組成物には、上述の必須成分の他に、必要に応じて、通常、医薬品、医薬
部外品、皮膚化粧料に配合される、油性成分、保湿剤、色素、乳化剤、可溶化剤、紫外線
吸収剤、増粘剤、薬剤、香料、樹脂、防菌防黴剤、アルコール類等を適宜配合することが
できる。
【実施例】
【００２２】
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　さらに実施例により、本発明の特徴について詳細に説明する。
【００２３】
　表１に示す処方にて、ゲル組成物を調製し、使用感の評価を行った。アルキル変性カル
ボキシビニルポリマーをカルボキシビニルポリマーに代替した比較例１は、ゲルの硬さが
足りず、使用時にたれてしまう欠点があった。ヒドロキシエチルセルロース若しくはポリ
アクリル酸ナトリウムをカルボキシビニルポリマーに代替した比較例２、３は、肌なじみ
が良くない使用感であった。カルボキシビニルポリマーをアルキル変性カルボキシビニル
ポリマーに代替した比較例４は、使用時のべたつきが気になり、外観の透明度も失われて
しまった。これら比較例に対し、本発明の実施例１においては、使用時にべたつきが無く
、肌なじみが良好で、ゲルの硬さも適度であり、透明な外観を呈する、良好なゲル組成物
であった。
【００２４】
【表１】

【００２５】
［粘弾性測定］
　粘弾性測定装置（ＴＡインスツルメント社製ＡＲ－２０００）を用い下記の条件で周波
数分散測定を行った。
コーンプレート：２０ｍｍ
角周波数：０．６２～６２ｒａｄ／ｓ
【００２６】
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【表２】

【００２７】
　表２に示したとおり、本発明の実施例１は比較例１と比較して、貯蔵弾性率が向上し、
超音波振動を効率よく伝えることは明らかである。
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